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経経経経経
過過過過過

～　日院入 日前術手 前術日当 後術日当 目日１後術手 目日２後術 目日３ 目日５～４ 目日７～６ 日院退
）目日８後術（

検検検検検
査査査査査

を査検の尿と液血
すまい行

すまい行を査検の液血、宜適

食食食食食
事事事事事

食娩分 12 は降以時
すまりなと食飲絶

すで食飲絶 みの分水は朝
と食粥分五らか食昼

すまりな

らか食朝
すまりなと食粥全

らか食朝
すまりなと食娩分

（すま出が膳祝 5 ）目日 、後食朝
すまりなと院退

処処処処処
置置置置置
・・・・・
観観観観観
察察察察察

を圧血・拍脈・温体
すまし定測

てけつを置装視監娩分
の腹おと態状のんゃち赤

すまみを合具り張

すまい行宜適を腸浣に朝

察観を音心のんゃち赤
すまし

入挿を管の尿に前術手
すまし ( ）てに室術手

態状の房乳・露悪・宮子
すまみを

をブーュチのめ止み痛※
が合場るれ入に中背

すまりあ

に回頻は後術手
を圧血・拍脈・温体

すまし定測
を圧血・拍脈・温体

すまし定測

すまし認確を態状の創

のめ止み痛に中背
るいてっ入がブーュチ

すまき抜は合場

抜を管の尿は方な能可行歩
すまし去

すましをジーサッマの房乳

は合場いなが通便※
すましを腸浣　

すましをジーサッマの房乳に目日５

すましを定測重体と察診院退に目日７

注注注注注
射射射射射
・・・・・
内内内内内
服服服服服

に前寝就 を剤下と剤眠
すまし用服

を滴点と射注に前術手
すまい行

すまし入挿を針の用滴点

が滴点の後術手
すまりあ

がどなきつかむ、み痛※
て出し申に師護看ばれあ

いさだく

すまりあに夕、朝が滴点

すまりま始が薬服内 すで了終は薬服内で目日５

行行行行行
動動動動動

んせまりあ限制
るれら出へ外棟病（

てけかを声は際
）いさだく

すまきでーワャシ

んせまりあ限制

すまきでーワャシ

え替着に着術手、後面洗
いさだくて

すまりなと静安上床

を換交のンキプナ、宜適
すまし

すまきでが位座
りよ後間時２１後室帰
すまきで行歩らな能可

すまし拭清を身全

すまきで行歩

ばれけよが態状の創
すまきでーワャシ
）拭清は合場な理無（

第次りなにうよるけ歩
を部陰外に時泄排

ﾄｯﾚｭｼｫｳ はたま ﾄｲﾟﾎｽ るぬに
だくてし浄洗てれ入を湯ま

いさ

すまきでーワャシ
な理無がーワャシ（
）すましを拭清は合場

ばれけよが態状の創
すまきでーワャシ
な理無がーワャシ（

）すましを拭清か髪洗は合場

すまきでーワャシ

りなと院退ばれけな題問
すま

すまきでーワャシ
でま察診回次は浴入（

）んせまきで

説説説説説
明明明明明

りよ師医
明説のていつに画計療治と術手

りよ師医科酔麻当担
明説のていつに酔麻

りよ師護看
明説のていつに活生院入

すまり撮を真写念記 りよ師剤薬
のていつに薬お

明説

、箱臍
、届生出

、帳手康健子母
をどな誌日児育
すましし渡お

や点くだたいてけつを気後院退りよ頃目日３後術手
）目日７～４（すまし明説をどな法方養栄のんゃち赤・児育

）土・木・火（ていつに活生の後院退□
）金・水・月（ていつに浴沐・児育□

）～００：４１　金・火（ていつに話の歯と乳調□

）金・水・月（すまい行を査検覚聴のんゃち赤、らたしまりあが望希ご

りよ師医 ）目日７～６（すまし明説ていつに療治の後院退
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○母児共に安全・安楽に手術が受けられ、術後の経過が順調である。
○基本的な育児知識が習得できる。

説明医師

看護師
【病名病名病名病名病名：　　　　　　　　　　 】
〔病棟　　　　　〕

○上記説明を受けました　
平成　　年　　月　　日

(本人・家族)


